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台東区立         企画展 

みんなが見
み

たい優
ゆう

品
ひん

展
てん

パート 20 中
なか

村
むら

不
ふ

折
せつ

コレクションから 

「龍
りゅう

門
もん

二
に

十
じっ

品
ぴん

 －北
ほく

朝
ちょう

の書
し ょ

を中
ちゅう

心
しん

に－」  展示一覧 

 

令和７年 ４月１日（火） ～ ７月１３日（日） 

前期展示 令和７年 ４月 １日（火） ～ ５月２５日（日） 

後期展示 令和７年 ５月２７日（火） ～ ７月１３日（日） 

 

「龍門二十品」とは、中国三大石窟の一つである龍門石窟に刻された造像記の中から、優れた二十種を選んだ

ものです。「龍門二十品」は、北魏時代の楷書の力強さと豊かさが存分に発揮されています。また、書道博物館創

設者である中村不折が、書道研究を志す契機となった清国滞在中に入手した拓本でもあり、その後の不折の書

道研究における方向性や不折自身の書風にも大きく寄与しました。 

本展では、「龍門二十品」をはじめとする北魏時代の石刻拓本や敦煌写本など、北朝の書を中心に紹介し、中

村不折が北朝の書の影響を受けた作品もあわせて展示いたします。 

 

 

 

 

 

 

展示のごあんない 

１F                ２F 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

※施設の都合上、順路が複雑になっております。 

 

 

 

 

【 １Ｆ 第１展示フロア－ 】 

【 展示ケース 】  

1 南北分裂 ―４世紀― 

広
こ う

武
ぶ

将
しょう

軍
ぐん

碑
ひ

 五胡十六国時代（前秦）・建元４年（３６８） 

 

中 村 不 折 記 念 館 

1 南北分裂 －４世紀－ 

2 北魏時代初期の書 －５世紀－ 

3 南朝の書 －４～６世紀－ 

4 北魏時代後期の書 －６世紀－ 

5 鄭道昭の書として伝わる摩崖 

6 龍門二十品とその周辺 

7 龍門四品 

8 北朝の肉筆 －４～７世紀－ 

9 北魏時代以後の北朝の書 

10 北魏時代の書 －整本－ 

11 中村不折と龍門二十品 
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2 北魏時代初期の書 ―５世紀― 

中
ちゅう

嶽
がく

嵩
すう

高
こ う

霊
れい

廟
びょう

碑
ひ

 北魏時代・太安２年（４５６） 

暉
き

福
ふく

寺
じ

碑
ひ

 北魏時代・太和１２年（４８８） 

 

3 南朝の書 ―４～６世紀― 

楽
がっ

毅
き

論
ろん

 王
おう

羲
ぎ

之
し

（３０３～３６１）筆／東晋時代・永和４年（３４８） 

蕭
しょう

憺
たん

碑
ひ

 貝
ばい

義
ぎ

淵
えん

（６世紀頃）筆／梁時代・普通３年（５２２）以後 

 

4 北魏時代後期の書 ―６世紀― 

前期 高
こ う

慶
けい

碑
ひ

 北魏時代・正始５年（５０８） 

後期 石
せき

門
もん

銘
めい

 王
おう

遠
えん

（５～６世紀）筆／北魏時代・永平２年（５０９） 

後期 南
なん

石
せっ

窟
く つ

寺
じ

碑
ひ

 北魏時代・永平３年（５１０） 

前期 張
ちょう

猛
も う

龍
りょう

碑
ひ

 北魏時代・正光３年（５２２） 

 

【 大型展示ケース 】   

5 鄭道昭の書として伝わる摩崖 

鄭
てい

羲
ぎ

上
じょう

碑
ひ

 鄭
てい

道
ど う

昭
しょう

（？～５１６）筆／北魏時代・永平４年（５１１） 

鄭
てい

羲
ぎ

下
か

碑
ひ

 鄭道昭 筆／北魏時代・永平４年（５１１） 

論
ろん

経
けい

書
し ょ

詩
し

 鄭道昭 筆／北魏時代・永平４年（５１１） 

 

【 ２Ｆ 第２展示フロア－ 】  

6 龍門二十品とその周辺 

二十品 牛
ぎゅう

橛
けつ

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・太和１９年（４９５） 

二十品 北
ほっ

海
かい

王
おう

元
げん

詳
しょう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・太和２２年（４９８） 

二十品 鄭
てい

長
ちょう

猷
ゆう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明２年（５０１） 

二十品 高
こ う

樹
じゅ

解
かい

佰
はく

都
と

等
と う

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明３年（５０２） 

二十品 賀
が

蘭
らん

汗
かん

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明３年（５０２） 

二十品 比
び

丘
く

法
ほう

生
しょう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明４年（５０３） 

二十品 広
こ う

川
せん

王
おう

祖
そ

母
ぼ

太
たい

妃
ひ

侯
こ う

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明４年（５０３） 

二十品 北
ほっ

海
かい

王
おう

国
こ く

太
たい

妃
ひ

高
こ う

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・太和１９年～正始元年（４９５～５０４） 

二十品 比
び

丘
く

道
どう

匠
しょう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明年間（５００～５０３） 

二十品 安
あん

定
てい

王
おう

元
げん

燮
しょう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・正始４年（５０７） 

二十品 斉
せい

郡
ぐん

王
おう

祐
ゆう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・熙平２年（５１７） 

二十品 比
び

丘
く

尼
に

慈
じ

香
こ う

慧
え

政
しょう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・神亀３年（５２０） 



龍
りゅう

門
もん

山
ざん

北
ほく

魏
ぎ

題
だい

名
めい

 北魏時代・４～６世紀 

古
こ

陽
よう

洞
どう

題
だい

記
き

 徳
と く

林
りん

（１７９８頃～１８７５）筆／清時代・同治９年（１８７０） 

 

【 ２F 特別展示室 】   

7 龍門四品 

前期 二十品 始
し

平
へい

公
こう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

  朱
しゅ

義
ぎ

章
しょう

(５～６世紀)筆／北魏時代・太和２２年(４９８) 

前期 二十品 楊
よう

大
たい

眼
がん

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明元年（５００）頃 

後期 二十品 孫
そん

秋
しゅう

生
せい

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 蕭
しょう

顕
けん

慶
けい

(５～６世紀)筆／北魏時代・景明３年(５０２) 

後期 二十品 魏
ぎ

霊
れい

蔵
ぞう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明年間（５００～５０３） 
 

二十品 魏霊蔵造像記 北魏時代・景明年間（５００～５０３） 

 

【 ２F 特別展示室 ～ 中村不折記念室手前 】  

8 北朝の肉筆 －４～７世紀－ 

前期 【重要文化財】仏
ぶっ

説
せつ

菩
ぼ

薩
さつ

蔵
ぞう

経
きょう

巻
かん

第
だい

一
いち

残
ざん

巻
かん

 北涼時代・承平１５年（４５７） 

後期 大
だい

般
はつ

涅
ね

槃
はん

経
ぎょう

巻
かん

第
だい

四
し

十
じゅう

 北魏時代・正始２年（５０５） 

後期 観
かん

世
ぜ

音
おん

経
ぎょう

 北魏時代・孝昌３年（５２７） 

前期 律
りつ

蔵
ぞう

初
し ょ

分
ぶん

巻
かん

第
だい

十
じゅう

四
し

 北魏時代・普泰２年（５３２） 

前期 大般涅槃経巻第八 西魏時代・大統１４年（５４８） 

後期 【重要文化財】抱
ほう

朴
ぼく

子
し

内
ない

篇
へん

巻
かん

第
だい

一
いち

残
ざん

巻
かん

 北周時代・６世紀 

 

9 北魏時代以後の北朝の書 

前期 劉
りゅう

平
へい

周
しゅう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・孝昌３年（５２７） 

後期 高
こ う

湛
たん

墓
ぼ

誌
し

銘
めい

 東魏時代・元象２年（５３９） 

朱
しゅ

岱
たい

林
りん

墓
ぼ

誌
し

銘
めい

 北斉時代・武平２年（５７１） 

 

【 ２F 中村不折記念室 】  

10 北魏時代の書 ―整本―  

光
こ う

州
しゅう

霊
れい

山
ざん

寺
じ

舎
しゃ

利
り

塔
と う

下
か

銘
めい

 北魏時代・太和元年（４７７） 

霍
かく

揚
よう

碑
ひ

 北魏時代・景明５年（５０４） 

曹
そう

望
ぼう

憘
き

等
と う

造
ぞう

像
ぞう

碑
ひ

 北魏時代・正光６年（５２５） 

但
たん

司
し

馬
ば

王
おう

妙
みょう

祖
そ

等
と う

造
ぞう

像
ぞう

銘
めい

 北魏時代・５～６世紀 

前期 王
おう

銀
ぎん

堂
どう

等
とう

造
ぞう

像
ぞう

碑
ひ

 北魏時代・５～６世紀 

後期 呉
ご

氏
し

造
ぞう

像
ぞう

碑
ひ

 北魏時代・５～６世紀 

 



11 中村不折と龍門二十品  

後期 二十品 解
かい

伯
はく

達
たつ

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・太和１９年～２３年（４９５～４９９） 

（『龍
りゅう

門
もん

二
に

十
じっ

種
しゅ

 九
きゅう

種
しゅ

』所収） 

前期 二十品 比
び

丘
く

恵
え

感
かん

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・景明３年（５０２） 

（『龍門二十種 九種』所収） 

前期 二十品 一
いち

弗
ふつ

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 北魏時代・太和２０年（４９６） 

（『魏
ぎ

碑
ひ

 十
じゅう

四
し

品
ひん

』所収） 

後期 二十品 優
う

塡
でん

王
のう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

 唐時代・７～１０世紀 

（『魏碑 十四品』所収） 

後期 二十品 始平公造像記 朱義章（５～６世紀）筆／北魏時代・太和２２年（４９８） 

（『龍門二十種 両
りょう

冊
さつ

八
はっ

種
しゅ

』所収）  

前期 二十品 孫秋生造像記 蕭顕慶(５～６世紀)筆／北魏時代・景明３年(５０２) 

（『龍門二十種 両冊八種』所収） 

『龍
りゅう

眠
みん

帖
じょう

』（複製） 中
なか

村
むら

不
ふ

折
せつ

（１８６６～１９４３）筆／明治４１年（１９０８） 

『彫
ちょう

刻
こ く

真
しん

髄
ずい

』題
だい

字
じ

 中村不折 筆／明治４４年（１９１１） 

三
さん

川
せん

上
うえ

原
はら

先
せん

生
せい

懐
かい

徳
とく

碑
ひ

 中村不折 筆／大正元年（１９１２） 

『楷
かい

書
し ょ

千
せん

字
じ

文
もん

』 中村不折 筆／大正８年（１９１９） 

『龍
りゅう

眠
みん

』第４２巻 大正７年（１９１８） 
 

『龍眠』第４３巻 大正７年（１９１８） 

白
しら

鳥
と り

先
せん

生
せい

碑
ひ

 中村不折 筆／昭和２年（１９２７） 

楷
かい

書
し ょ

四
よ

字
じ

「辟
へき

邪
じゃ

迎
げい

福
ふく

」額
がく

 中村不折 筆／大正～昭和時代・２０世紀 

隷
れい

書
し ょ

五
ご

言
ごん

絶
ぜっ

句
く

軸
じ く

 中村不折 筆／大正～昭和時代・２０世紀 

 

 

 

 

 

 

書道博物館本館（第１･３･４･５展示室）では、玉
ぎょく

器
き

・陶
と う

器
き

・瓦
が

当
と う

・石
せき

碑
ひ

・墓
ぼ

誌
し

・仏
ぶつ

像
ぞう

・甲
こ う

骨
こつ

文
ぶん

・青
せい

銅
ど う

器
き

・璽
じ

印
いん

など、

日本・中国書法史上特に重要な紙本以外の金石類に見られる文字資料を常設展示しています。 

 

※このパンフレットの複写は固く禁じます。                台東区立書道博物館 

本 館（東京都指定史跡） 


